
ディノ８月 - 01

はじめのうた

季節のカード（味覚編）

あそびうた　　海の音

今月の詩 ある時　　山村暮鳥

た  し 算 ５の段　

ことわざ 良薬口に苦し 月夜に釜を抜く

念には念を入れ　　至れり尽くせり　　 

か  け 算 ６の段　　

俳　　句 小林一茶　　野沢凡兆　　与謝蕪村

かぞえうた　　１枚　１本　１台　　（切符、ろうそく、救急車）

なぞなぞ

手あそびうた　五人のこびと

音の絵本 イルカ　アシカ　クマ　ヤギ　ライオン

イメージストーリー リード君（第５話　水遊び大好き）

（イメージしてみましょう）

今月のうた　　指をしゃぶらない　　

おはなし おおかみと七匹の子やぎ

童　　謡 かもめの水兵さん

漢　　詩 山亭の夏日

百人一首 藤原義孝　殷富門院大輔　紫式部　権中納言定頼  　　

復習コーナー

暗　　示　　（静かなところで目を閉じて聞きましょう）
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ディノ８月 - 02

《海の音》

海にいこうよ　ラーン　ラーン　ランランラン

大きい波だ　　ザーブ　ザーブ　ザブザブザブ

小さい波だ　 チャップ　チャップ　チャプチャプチャプ

元気に遊ぼう　ハーイ　ハーイ　ハイハイハイ

（リズムに合わせて、手やカスタネットをたたく）

（リズムに合わせて、大きな音で手やカスタネットをたたく）

（リズムに合わせて、小さな音で手やカスタネットをたたく）

（リズムに合わせて、手やカスタネットをたたく）

うみ

おお　  なみ

ちい　  なみ

げん  き　 　あそ

うみ　  おと

 あ　   て

 あ　 　おお　  おと　 　 て

 あ　 　ちい　  おと　 　 て

 あ　   て

あそびうたあそびうたあそびうた



ディノ８月 - 03

ある時

　山村暮鳥

また 蜩 のなく頃となった

かな　かな

かな　かな

どこかに

いい国があるんだ

 ひぐらし　  ころ

　くに

やまむら ぼ ちょう

とき

今月の詩今月の詩今月の詩



 良薬口に苦し

　よく効く薬は苦くて飲みにくいことから、身のために

　なる忠告は聞き入れにくいこと。

月夜に釜を抜く

　明るい月夜に釜を盗まれるという意味から、ひどく油

　断することのたとえ。

念には念を入れ

　注意したうえでさらに注意せよ。 

至れり尽くせり

　心づかいやもてなしが十分に行き届いていて、申し分

　のないこと。

　  き　　  くすり　　 にが　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  み

　　ちゅうこく　　　き　　　  い

あか　　　　　つき  よ　　　かま　　 ぬす　　　　　　　　　　　　　　い　 み　　　　　　　　　　　　　　  ゆ

だん

ちゅう い　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちゅう い

こころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅうぶん　　　ゆ　　   とど　　　　　　　　　　　 もう　　 ぶん

  りょうやく くち　  にが

つき  よ　  かま　  ぬ

ねん　  ねん　 　い

いた　 　つ

ディノ８月 - 04

 良薬口に苦し

　よく効く薬は苦くて飲みにくいことから、身のために

　なる忠告は聞き入れにくいこと。

月夜に釜を抜く

　明るい月夜に釜を盗まれるという意味から、ひどく油

　断することのたとえ。

念には念を入れ

　注意したうえでさらに注意せよ。 

至れり尽くせり

　心づかいやもてなしが十分に行き届いていて、申し分

　のないこと。

　  き　　  くすり　　 にが　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  み

　　ちゅうこく　　　き　　　  い

あか　　　　　つき  よ　　　かま　　 ぬす　　　　　　　　　　　　　　い　 み　　　　　　　　　　　　　　  ゆ

だん

ちゅう い　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちゅう い

こころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅうぶん　　　ゆ　　   とど　　　　　　　　　　　 もう　　 ぶん

  りょうやく   りょうやく   りょう くち　  にが

つき  よ　  かま　  ぬ

ねん　  ねん　 　い

いた　 　つ

ディノ８月 - 04

ことわざことわざ



ディノ８月 - 05

大の字に　寝て涼しさよ　淋しさよ　
　小林一茶

市中は　物のにおいや　夏の月　
　野沢凡兆

花いばら　故郷の道に　似たるかな
　与謝蕪村

だい　  じ　  ね　  すず　 さび

いちなか　 　 もの　  なつ　  つき

はな　 こ きょう　　みち　 　に

  こ ばやし いっ  さ

の  ざわ ぼんちょう

 よ   さ    ぶ   そん

ディノ８月 - 05

大の字に　寝て涼しさよ　淋しさよ　
　小林一茶

市中は　物のにおいや　夏の月　
　野沢凡兆

花いばら　故郷の道に　似たるかな
　与謝蕪村

だい　  じ　  ね　  すず　 さび

いちなか　 　 もの　  なつ　  つき

はな　 こ きょう

花いばら　故郷の道に　似たるかな
きょう

花いばら　故郷の道に　似たるかな
　　みち　 　に

  こ ばやし いっ  さ

の  ざわ ぼんちょう

 よ   さ    ぶ   そん

俳　句俳 句



ディノ８月 - 06

１　羽根はあるけど空は飛べない。でも、涼しくする
　ものはなあに？

２　長いお鼻でごみをきれいに吸い取ってくれるもの
　なあに？　

３　お腹の中がつめたくて、いろいろなものを冷やし
　てくれるものなあに？

４　遠くにいる人の声も近くに聞こえて、お話しでき
　るものなあに？

 は　ね　 　そら　 　と　  すず

なが　  はな　 す　  と

　 なか　   なか　 ひ

とお　  ひと　  こえ　  ちか　 　き　 　はな

なぞなぞ

ディノ８月 - 06

１　羽根はあるけど空は飛べない。でも、涼しくする
　ものはなあに？

２　長いお鼻でごみをきれいに吸い取ってくれるもの
　なあに？　

３　お腹の中がつめたくて、いろいろなものを冷やし
　てくれるものなあに？

４　遠くにいる人の声も近くに聞こえて、お話しでき
　るものなあに？

 は　ね　 　そら　 　と　  すず

１　羽根はあるけど空は飛べない。でも、涼しくする
 すず

１　羽根はあるけど空は飛べない。でも、涼しくする

なが　  はな　 す　  

２　長いお鼻でごみをきれいに吸い取ってくれるもの
す　  

２　長いお鼻でごみをきれいに吸い取ってくれるもの
と

　 なか　   なか　 ひ

とお　  ひと　  こえ　  ちか　 　き　 　はな

なぞなぞ



ディノ８月 - 07

《五人のこびと》

ひとさしゆびで

おやゆびをさす

こびとがふたり2こびとがひとり1 さんにん3

よにん4 ごにんのこびと5

ひとさしゆびで、ゆびの

あいだを ひとつずつ 

さしていく

みぎ手のゆびを

うごかす

こびとのおうち
かわいいおうち

6

おまどが　いつつ
ちいさいおまど

7 こびとがのぞく
まどからのぞく

8 らったら　らったら
うたってのぞく

9

ひとさしゆび、なかゆび …

と、じゅんにさしていく

手をいえのかたちにする

※さいごはこゆびのそとがわ

ひだり手のゆびのあいだに

みぎ手をすこし入れる

 ご  にん

て

て

て

て

手あそびうた手あそびうた

い



今月は、いろいろな動物たちです。

１）イルカ

２）アシカ

３）クマ

４）ヤギ

５）ライオン

こんげつ　 　どう ぶつ

ディノ８月 - 08

音の絵本音の絵本音の絵本

イルカ

アシカ

クマ

ヤギ

ライオン



ディノ８月 - 09

《指をしゃぶらない》

シュパシュパ　チュッチュッ

シュパシュパ　チュッチュッ

変だぞ変だぞ　おかしいぞ

シュパシュパ　チュッチュッ

シュパシュパ　チュッチュッ

不思議な音が　聞こえるよ

誰かが誰かが　お口の中で　泣いている

僕の頭を　食べないで

僕の頭は　おいしくないよ

僕は僕は　君の指

口の中より　外が好き

シュパシュパ　チュッチュッ　しなくても

できるよできるよ　大丈夫

おひざに手をおき　深呼吸

ゆっくりゆっくり　深呼吸

ほら　できた

シュパシュパ　チュッチュッ　さようなら

へん　  へん

 ふ   し   ぎ　 　おと　  き

だれ　  だれ　  くち　  なか　  な

ぼく　　あたま　 　た

ぼく　　あたま　

ぼく　  ぼく　   きみ　   ゆび

くち　  なか　 　そと　 　す

　だいじょう ぶ

 て　  しん   こ きゅう

　しん   こ きゅう

ゆび

今月のうた今月のうた今月のうた



ディノ８月 - 10

　「おおかみと七匹の子やぎ」は、子やぎとおおかみのお話

です。お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　やぎのお母さんは、おおかみの何と何に気をつけるよう

　に言いましたか。

２　おおかみは、声を治すために何を食べましたか。

３　前足は、どうしましたか。

４　食べられなかった末の子やぎは、どこに隠れていましたか。

５　食べられてしまった子やぎは、何匹でしたか。

６　お母さんは、寝ているおおかみをどうしましたか。

７　お腹が石で重くなったおおかみは、どこに落ちましたか。

おおかみと

七匹の子やぎ

  しち ひき　 　こ　   こ　  はなし

　 はなし　　  き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

 かあ　  なに　  なに　 　き

　  い

 こえ　  なお　 　 なに　 　た

 まえ あし

　た　 　すえ　 　こ　  かく

　た   こ　  なん びき

  かあ　 　ね

 なか　  いし　  おも　 　お

しちひき　　　こ

おはなしおはなしおはなし



ディノ８月 - 11
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ディノ８月 - 12

百人一首百人一首

あ

い

　

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ま

      　

く
も
が
く

よ

わ

つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

む
ら
さ
き
し
き

ぶ
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	デ08目次 7てあぞびうた [更新済み]
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